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第
九
回
上
内
校
区
夏
祭
り
が
九
月
二
十
七
日
。

上
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
。
多
く
の

人
た
ち
が
来
場
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
出
店
を

楽
し
ん
だ
。

夏
祭
り
は
校
区
民
が
親
睦
と
交
流
を
す
る
こ
と

で
、
住
み
良
い
校
区
づ
く
り
を
進
め
る
の
が
目
的

で
上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
。
実
行

委
員
会
を
結
成
し
て
開
催
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
回
は
十
五
の
事
業
所
が
協
賛
、
Ｊ
Ａ
み

な
み
筑
後
と
農
事
組
合
法
人
上
内
に
よ
る
米
釣
り
、

地
元
の
人
が
趣
味
を
活
か
し
た
手
作
り
品
の
販
売
、

豪
幸
景
品
が
当
た
る
拍
選
会
も
あ
り
、
盛
り
上

が
っ
た
。

ま
ず
、
開
会
式
が
あ
り
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
、

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

野
田
卓
朗
ま
ち
協
会
長
が
猛
暑
を
避
け
る
た
め
、

昨
年
よ
り
も

一
か
月
ほ
ど
遅
く
開
催
し
た
こ
と
な

ど
説
明
し
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
来
賓
紹
介
で
関

好
孝
市
長
、
光
田
茂
市
議
会
委
員
、
谷
本
理
佐
教

育
長
、
平
河
良
教
育
監
が
紹
介
さ
れ
、
関
市
長
と

光
田
議
員
が
あ
い
さ
つ
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
上
内
小
児
童
た
ち
の
合
唱
、

白
銀
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
吉
野
太
鼓

「無

限
」
、
小
学
生
と
女
性
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
エ

イ
サ
ー
真
鳶

「ち
む
ぐ
く
る
」
、
マ
ジ
ツ
ク

シ
ョ
ー
の
披
露
、
和
太
鼓
で
太
鼓
衆

「響
」
の
見

事
な
演
奏
。

盛
り
上
が
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
後
に
空
く
じ

な
し
の
抽
選
会
が
あ
っ
た
。

出
店
は
キ
ツ
チ
ン
カ
ー
が
四
台
。
コ
ミ
セ
ン
の

前
で
は
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、

唐
揚
げ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
焼
き
そ
ば
、
ジ
ュ
ー

ス
、
お
か
し
釣
り
、
お
も
ち
ゃ
く
じ
な
ど
が
あ
り
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

PTAに よるお店

吉野太鼓「無限」手作 リカレーの店
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賑 商

わ業

い施

交設

流 ゃ

用宿

地泊

開施

発 設

事 な

業 ど

をで

募立

集 地

新大牟田駅

産 業 回 地

大
牟
田
市
は
新
大
牟
田
駅
産
業
国
地
賑
わ

い
交
流
用
地
開
発
事
業
の
募
集
要
項
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
新
大
牟
田
駅
産
業
回
地

（
八

・
一
四
紗
）
に
は
製
造
業
な
ど
の
立
地

に
向
け
た

「産
業
用
地

（
四

・
四
五
診
）
」

と
と
も
に
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
に

向
け
た

「
賑
わ
い
交
流
用
地

（
二

・
六
五

紗
）
」
を
整
備
。
賑
わ
い
交
流
用
地
は
広
域

交
流
拠
点
と
し
て
の
立
地
環
境
を
活
か
し
、

周
辺
地
域
の
生
活
機
能
の
充
実
、
ビ
ジ
ネ

ス

・
観
光
等
の
来
街
者
の
利
便
機
能
の
向
上
、

広
域
的
な
エ
リ
ア
か
ら
の
新
た
な
交
流
人
ロ

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
商
業
施
設

（飲
食

・

物
販

・
サ
ー
ビ
ス
等
）
や
宿
泊
施
設
な
ど
の

立
地
を
目
指
し
て
い
る
。

所
在
地
は
大
牟
田
市
大
字
岩
本
、
大
字
白

銀
の

一
部
。
全
体
面
積
は
二
六
四

一
八

。
Ｏ

四
２ｍ
Ｏ
Ｅ
区
画

一
五
三
〇
五

。
〇
四
２ｍ
ヽ
Ｆ

区
画
二
四
七
九

・
七
四
２ｍ
ヽ
Ｇ
区
画
八
六
三

二

。
二
六
２ｍ
ヽ
三
区
画

一
括
購
入
が
条
件
。

地
日
は
宅
地
。
想
定
分
譲
価
格
は
八
億

四
百

九
十
万
円

（
一
席
当
た
り
約
二
万
四
百
七
十

円
）
。
募
集
要
項
の
公
告
は
今
和
八
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
。
質
問

・
提
案
を
受
付
、
審
査
委

員
会

（プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
今
和
八

年
四
月
下
旬
頃
、
審
査
結
果
通
矢口

（優
先
交

渉
権
者
の
決
定
）
は
今
和
八
年
五
月
中
旬
頃
、

土
地
売
買
仮
契
約
の
締
結
は
今
和
八
年
七
月

か
ら
翌
月
ま
で
に
。

今
和
七
年
度
上
内
校
区
教
育
力
推

進
協
議
会

（総
会
）
が
五
月
二
十

一

日
、
上
内
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
事
業
計
画
案
な
ど
を

承
記
。
幹
事
緊
急
連
絡
網
や
あ
い
さ

つ
運
動
及
び
防
犯
活
動
に
つ
い
て
確

諷
し
た
。

同
協
議
会
は
上
内
校
区
の
青
少
年

健
全
を
目
指
し
、
飛
行
防
止
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
青
少
年
健
全

育
成
に
関
す
る
学
習
及
び
啓
発
②
青

少
年
の
問
題
行
動
な
ど
の
情
報
交
換

③
校
区
地
域
社
会
の
環
境
浄
化
④
Ｘ

要
に
講
じ
て
巡
日
指
導
、
そ
の
他

（
子
ど
も
見
守
り
隊
活
動
を
通
し
て
、

不
客
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
）
の
事

業
を
行
う
。

年

健

全

育

成

を
め
ざ

す

方

向

上

推

進

協

議

会

一

役
員
は
会
長

一
人
、
副
会
長

二
人
、
書
記
二
人
、
会
計

二
人
で

運
営
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
、
校
区
社
協
、
民
生
児
童
委
員
、

少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
、
警
察
少
年
補
導
員
、
警
察
少
年
補
導
員

倉
永
交
番
、
上
内
小
学
校
、
同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
町
内
育
成
者

の
幹
事
で
行
い
、
事
務
局
は
上
内
小
学
校
に
置
く
。

活
動
計
画
は
総
会
及
び
幹
事
会
、
あ

い
さ

つ
運
動
、
交
通
安
全

運
動
、
環
境
美
化
活
動
、
啓
発
活
動
や
補
導
活
動

。
講
演
会
等
の

活
動
、
行
事

（学
校

。
ま
ち
協

。
地
域
で
子
ど
も
相
撲
と
ふ
れ
あ

い
広
場
）
な
ど
。

役
員
は
次
の
と
お
り
。

会
長
＝
野
田
卓
朗
▽
副
会
長
＝
古
賀
和
信
、
高
倉
洋
美
▽
書
記
＝

井
上
知
恵
、
大
谷
栄
治
▽
会
計
＝
境
信
剛
、
武
末
康
子

教青
育少

九州白‥

九州新幹爆

新六牟田駅
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福
岡
県
南
筑
後
県
上
整
備
事
務
所
は
主
要
地
方
道

南
関
大
牟
田
北
線
の
岩
本
交
差
点
近
辺
の
カ
ラ
ー
舗

装
を
行
う
と
説
明
。
工
事
は
九
月

一
日
か
ら
十
月
十

日
ま
で

の
十
五
日
間
程
度
を
予
定
。
夜
間
工
事
も
あ

る
。
こ
の
安
全
二
事
は
新
大
牟
田
駅
の
人
口
付
近
か

ら
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ

ン
大
牟
田
上
内
店
前
ま
で
の
区
間
。

大
牟
田
市
街
方
向
か
ら
岩
本
交
差
点

へ
は
左
側

ニ

車
線
で
、
商
関
方
面
直
進
と
高
田
方
面
左
折
に
色
分

け
す
る
。
こ
れ
ま
で
高
日
方
面
を
そ
の
ま
ま
、
直
進

し
て
Ｊ
Ａ
や
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ

ン
前
が

一
車
線
と
な
る

こ
と
か
ら
南
関
方
面
の
通
行
車
の
妨
げ
と
な
る
場
合

も
あ

っ
た
た
め
、
安
全
を
運
転
者
に
知
ら
せ
る
目
的

が
あ
る
。

大
牟
田
市
愛
の
献
血
推
協
議
会
は
七
月
九
日
、
道
の
駅
お
お
む

た
で
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
上
内
校
区
で
の
献
血
会
を
実
施
。

十

一
人
が
会
場
を
訪
れ
、
九
人
が
献
血
を
行
っ
た
。

こ
の
日
は
午
前
中
に
大
牟
田
市
瓦
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
道
の
駅
で
は
午
後
二
時
か
ら
二
時
間
実
施
。

昨
年
は
十
二
人
が
献
血
し
た
。

吉
ヶ
谷
た
め
池
　
　
決
壊
は

危
険
水
位
規
準
値
で
警
戒
レ
ベ
ル

大
牟
田
市
防
災
危
機

管
理
室
は
大
牟
田
市
上

内
に
あ
る
吉
ヶ
谷
た
め

池
に
お
い
て
決
壊
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
の
周

知
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
同
た
め
池
の
危
険
水

位
規
準
値
は
堤
頂

一
。

五

ｍ
。
水
位
が
こ
の
基

準
値
に
到
達
し
、
引
き

続
き
水
位
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
場
合
堤
防
の
決

壊
に
つ
な
が
る
よ
う
な

大
量
の
漏
水
や
亀
裂
等

が
発
見
さ
れ
た
場
合
が

避
難
指
示
警
戒
レ
ベ
ル

４
。
緊
急
安
全
確
保
警

戒
レ
ベ
ル
５
は
水
位
が

越
水
ま
た
は
越
水
の
可

能
性
が
高
く
な

っ
た
場

合
か
、
た
め
池
の
決
壊

が
確
記
さ
れ
た
場
合
堤

頂
か
ら
二

・
Ｏ

ｍ
程
度

で
警
戒
レ
ベ
ル
３
（高

齢
者
等
避
難
）
を
発
今

す
る
よ
う
調
整
中
。

周
知
方
法
は
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

愛
情
ね

っ
と
な
ど
。

吉
ヶ
谷
第

一
、

二
た

め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ツ
プ

に
は
た
め
池
が
地
震
な

ど
で
決
壊
し
た
場
合
の

浸
水
被
害
の
範
囲
を
想

定
、
浸
水
の
到
違
時
間

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

上
肉
横
区
社
脇
総
会

上
内
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

（古
賀
和
信
会
長
）
今
和
七
年

度
総
会
が
六
月
二
十
七
日
に
上
内
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
役
員
改
選
や
今
和
六
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
諷
さ
れ
た
。

議
事
は
今
和
六
年
度
事
業
報
告
、
同
年
度
決
算
報
告
と
会
計

監
査
報
告
、
質
疑
応
答
の
後
に
主
任
児
童
委
員
の
桑
原
和
子
さ

ん
が
六
年
度
の
上
内
校
区
民
生
児
童
委
員

・
主
任
児
童
委
員
の

活
動
を
報
告
。
役
員
改
選
、
新
役
員
紹
介
、
七
年
度
事
業
計
画

案
、
同
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承
認
。

役
員
は
次
の
と
お
り
。
会
長
＝
古
賀
和
信
▽
副
会
長
＝
野
田

卓
朗
、
江
崎
工
俊
、
境
信
剛
▽
会
計
＝
上
原
典
礎

一
▽
書
記
＝

木
村
由
佳
、
武
末
康
子
▽
募
金
会
評
議
員
＝
鳥
越
隆
典

岩
本
交
差
点
付
近

カ
ラ
ー
舗
装

化



ま
わ
し
を
つ
け
て
取
り
組
み

第
二
十
八
日
こ
ど
も
相
撲

と
ふ
れ
あ
い
広
場
が
五
月
二

十
五
日
、
雨
天
模
様
だ
っ
た

こ
と
か
ら
上
内
小
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
た
。
児
童
た
ち

が
個
人
戦
と
東
西
に
分
か
れ

て
の
対
抗
戦
で
熱
戦
を
展
開
。

女
子
下
学
年
、
男
子
下
学
年
、

女
子
上
学
年
は
東
組
、
男
子

上
学
年
の
み
西
組
が
勝
利
。

勝
ち
抜
き
戦
は
八
人
が
二
人

勝
ち
抜
き
を
達
成
し
た
。

同
行
事
は
町
内
公
民
館
、

社
協
、
教
育
力
向
上
協
、
民

児
協
、
体
育
部
、
上
内
小
学

校
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
構
成
す
る

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
し
た
。

行
事
は
開
会
式
で
始
ま
り
、

主
催
者
あ
い
さ
つ
や
競
技
上

の
注
意
の
後
、
六
年
生
の
二

人
が
選
手
宣
誓
。
取
組
は
四

年
生
以
上
の
男
子
が
ま
わ
し
、

一
年
生
か
ら
二
年
生
は
男
女

と
も
簡
易
ま
わ
し
を
つ
け
、

男
女
と
も
体
操
服
着
用
だ
っ

た
。
競
技
中
に
は
盛
ん
な
声

援
や
拍
手
が
起
き
て
い
た
。

取
組
終
了
後
に
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

甲
ケ
一Ｂ

子
ど
も
相
撲
と
ふ
れ
あ
い
広
場

ペ
タ
ン
ク
大
会
　
親
睦
プ
レ
ー
展
開

41〕い

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
す
る
ペ
タ
ン
ク
大
会
が

六
月
十
五
日
、
上
内
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
町
内
対
抗
で

行
わ
れ
、
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
親
睦
プ

レ
ー
を
展
開
。
優
勝
し
た
の
は
、
湯
谷
、
中
尾
の
み
な
さ
ん
の
四

ケ
Ｂ
だ

っ
た
。

試
合
は
、

二
十
五
分
間
の
時
間
制
で
あ
り
、
四
コ
ー
ト
で
試
合

し
、
勝
ち
抜
き
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
他
に
、
初
戦
敗
者
同
士
の
順

位
決
定
戦
も
。
参
加
者
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
だ
。
順
位
＝
①

四
ケ
Ｂ
②
西
Ｂ
③
岩
本
Ａ
④
岩
本
Ｂ
⑤
東
Ｂ
⑥
西
Ａ

⑦
東
Ａ
③
四
ケ
Ａ

藍

代表児童による選手宣誓

おいしいカレーに行ダuが

四ケBの優勝メンバー

千

″

勝

親睦を深めたプレー


